
たたかう労働者の仲間たち ブラック企業をなくそう 　 全印総連プリントパック分会
　
２
０
１
６
年
１
月
19
日
、
京
都
府
労
働
委
員
会
で
プ
リ
ン
ト
パ
ッ

ク
社
に
対
す
る
「
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
」
第
六
回
審
問
の
証
人

尋
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
社
側
は
西
原
取
締
役
、
東
原
主
任
、
岩
田
主
任
が
出
席
。
組
合

側
は
中
山
分
会
長
・
大
橋
分
会
書
記
長
・
井
上
個
人
加
盟
支
部
長
が

出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
理
人
弁
護
士
か
ら
の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。

　
ま
た
全
国
か
ら
分
会
を
支
援
す
る
30
人
の
仲
間
が
傍
聴
に
か
け
つ

け
ま
し
た
。

「
定
時
退
社
は
ス
ト
ラ
イ
キ
」

珍
回
答
に
場
内
は
失
笑

　

被
申
立
人
証
人
で
あ
る
プ
リ
ン

ト
パ
ッ
ク
社
・
西
原
茂
取
締
役
へ

の
尋
問
で
審
問
は
ス
タ
ー
ト
。

　

組
合
結
成
通
告
直
後
の
当
該
労

働
組
合
員
（
分
会
長
・
書
記
長
）

の
配
置
転
換
は
「
業
務
上
通
常
の

異
動
」
と
、
会
社
側
は
団
交
で
繰

り
返
し
回
答
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
尋
問
に
立
っ
た
西
原

氏
は
従
来
の
団
交
で
の
回
答
を
覆

し
、「
組
合
員
の
異
動
は
ス
ト
ラ

イ
キ
の
影
響
を
回
避
す
る
た
め
」

と
初
め
て
証
言
。
団
交
を
軽
視
す

る
だ
け
で
な
く
、
明
確
な
不
当
労

働
行
為
を
労
働
委
員
の
前
で
、
自

ら
認
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
定
時
で
帰
る
こ
と
は

ス
ト
ラ
イ
キ
と
同
じ
会
社
に
対
す

る
抗
議
行
動
」
と
の
発
言
に
は
、

傍
聴
者
か
ら
は
失
笑
が
漏
れ
、
会

社
側
の
代
理
人
弁
護
士
も
複
雑
な

表
情
を
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

プ
リ
ン
ト
パ
ッ
ク
社
で
は
「
社

是
」「
経
営
理
念
」
を
最
優
先
し
、

働
く
者
の
権
利
や
労
働
条
件
を
抑

え
る
理
由
に
な
っ
て
お
り
、
一
時

金
な
ど
の
査
定
に
も
そ
れ
ら
の
理

解
度
が
考
課
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
社
経
営
陣
は
、
労
働
組
合
を

敵
視
す
る
ば
か
り
で
、
労
働
３
法

な
ど
守
る
気
が
な
い
こ
と
が
審
問

で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
の
組
合
に
対

す
る
尋
問
で
は
会
社
側
代
理
人
松

下
弁
護
士
の
「（
会
社
の
数
々
の

組
合
に
対
す
る
行
為
は
）
不
当
で

す
か
？
」
の
問
い
に
対
し
、
申
立

証
人
井
上
支
部
長
は
「
そ
れ
を
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
の
が
、
あ
な
た
方

顧
問
弁
護
士
の
仕
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
！
」
と
反
論
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
４
月
11
日
に
最
後
陳

述
が
あ
り
、
概
ね
３
か
月
以
内
に

強
制
力
を
伴
い
、
不
履
行
に
対
し

罰
則
規
定
の
あ
る
「
命
令
書
」
交

付
予
定
と
な
り
ま
す
。

支
援
の
仲
間
が
早
朝
宣
伝

　

酷
寒
と
な
っ
た
審
問
当
日
の
朝
、

京
都
本
社
、
五
条
工
場
、
伏
見
工

場
で
、
出
勤
し
て
く
る
従
業
員
と

夜
勤
を
終
え
て
帰
路
に
つ
く
従
業

員
に
「
労
働
委
員
会
で
会
社
の
不

当
労
働
行
為
が
裁
か
れ
ま
す
」
と

声
を
か
け
な
が
ら
、
抗
議
ビ
ラ
を

支
援
の
仲
間
が
配
布
し
ま
し
た
。

　

ビ
ラ
に
は
、
審
問
の
争
点
、
経

過
、
不
当
労
働
行
為
の
解
説
を
ま

と
め
、「
ま
と
も
な
労
使
関
係
・

労
働
条
件
を
つ
く
り
た
い
」
と
同

社
の
従
業
員
に
訴
え
て
い
ま
す
。

▼
労
働
委
員
会
の
審
問
と
は

　

労
働
組
合
が
都
道
府
県
労
働
委
員
会

に
不
当
労
働
行
為
の
救
済
を
申
し
立
て
、

労
働
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
す
。

分
会
潰
し
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
を

社
会
的
に
包
囲

　

こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の

攻
撃
に
対
し
て
、
プ
リ
ン
ト
パ
ッ

ク
京
都
分
会
を
中
心
と
し
て
、
２

０
１
５
年
２
月
22
日
首
都
圏
青
年

ユ
ニ
オ
ン
の
神
部
紅
委
員
長
を
講

師
に
分
会
支
援
集
会
を
開
催
し
、

会
場
か
ら
溢
れ
る
１
６
０
人
の
参

に
対
し
て
年
次
休
暇
の
申
請
に
つ

い
て
説
明
、
安
全
衛
生
委
員
会
の

議
題
を
公
表
、
就
業
規
則
・
賃
金

規
定
を
開
示
す
る
な
ど
、
微
小
で

は
あ
る
も
の
の
改
善
さ
れ
た
事
例

も
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
へ
の
処

遇
を
不
当
に
差
別
す
る
姿
勢
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

職
場
で
は
過
重
な
労
働
が
改
善

さ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
労
災
事
故

も
絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

加
で
成
功
さ
せ
ま
し

た
。

　

ま
た
７
月
22
日
に

は
「
全
国
本
支
店
同

時
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を

展
開
し
、
札
幌
・
東

京
・
京
都
・
大
阪
で

地
域
の
仲
間
と
の
共

同
行
動
で
「
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
追
放
」
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ひ

ろ
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を

受
け
て
、
プ
リ
ン
ト

パ
ッ
ク
社
は
組
合
員

市民集会で訴える
中山分会長会場をいっぱいにして分会を励ます

個人ユーザーを顧客とするプリントパック社には世論の包
囲が効果的。街頭でブラック企業をなくそうとアピール

　
「
印
刷
通
販
」
で
拡
大
を
続
け

る
株
式
会
社
プ
リ
ン
ト
パ
ッ
ク
は
、

２
０
１
０
年
３
月
に
入
社
１
か
月

半
・
当
時
26
歳
の
青
年
が
大
型
機

械
に
頭
を
挟
ま
れ
て
死
亡
す
る
労

災
事
故
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
も
、
２
交
代
12

現
代
の
奴
隷
工
場
＝
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

―
私
た
ち
は
モ
ノ
じ
ゃ
な
い

全
印
総
連
京
都
地
連
　
個
人
加
盟
支
部
ユ
ニ
オ
ン
京

プ
リ
ン
ト
パ
ッ
ク
京
都
分
会
　
分
会
長
　
　
　
　
　
　
中
山 

悠
平

時
間
シ
フ
ト
３
６
５
日
操
業
の
超

過
密
・
長
時
間
労
働
を
続
け
て
い

ま
す
。
そ
の
職
場
状
況
に
対
し
私

た
ち
は
、
２
０
１
３
年
10
月
全
印

総
連
ユ
ニ
オ
ン
京
に
加
盟
し
プ
リ

ン
ト
パ
ッ
ク
京
都
分
会
を
結
成
し
、

労
働
者
の
職
場
改
善
要
求
を
掲
げ

ま
し
た
。

▼
印
刷
通
販
と
は

　

企
業
で
は
な
く
個
人
ユ
ー
ザ
ー
を
主

な
顧
客
と
し
、
営
業
・
デ
ザ
イ
ン
部
門
を

持
た
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
を
受

け
付
け
、
料
金
の
支
払
い
を
受
け
て
か

ら
印
刷
・
納
品
す
る
た
め
「
早
く
・
安
く
」

を
実
現
。
納
期
最
優
先
の
た
め
、
24
時

間
フ
ル
稼
働
の
体
制
を
敷
い
て
い
る
。

　

プ
リ
ン
ト
パ
ッ
ク
社
は
そ
の
先
鞭
を
つ

け
た
企
業
で
、
売
り
上
げ
は
約
２
０
０

億
円
。
従
業
員
７
０
０
人
を
擁
す
る
業

界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
（
２
位

は
ラ
ク
ス
ル
）。

会
社
は
組
合
を
敵
視

　

こ
れ
に
対
し
て
会
社
は
、
労
働

組
合
と
の
交
渉
も
不
誠
実
な
対
応

に
終
始
し
て
、
２
０
１
４
年
９
月

の
京
都
府
労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ

ん
も
拒
否
し
ま
し
た
。

　

団
体
交
渉
に
は
応
じ
る
も
の
の

確
認
事
項
を
次
々
に
反
故
と
す
る

協
約
不
履
行
を
続
け
、
分
会
長
・

書
記
長
に
対
し
て
、
不
当
な
配
置

転
換
や
賃
金
で
の
差
別
待
遇
を
行

い
、
ま
た
分
会
長
に
対
し
て
「
懲

戒
解
雇
」
の
恫
喝
を
か
け
る
な
ど
、

　

プ
リ
ン
ト
パ
ッ
ク
で
働
く
人
た

ち
に
同
じ
会
社
で
起
こ
っ
て
い
る

事
を
他
人
事
だ
と
思
っ
て
ほ
し
く

な
い
。

　

自
分
た
ち
の
会
社
を
変
え
る
こ

と
は
、
自
分
た
ち
に
し
か
で
き
な

い
と
い
う
事
に
気
づ
き
、
今
の
職

場
で
改
善
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

事
を
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
ほ
し

い
！

　

経
営
者
は
労
働
者
の
声
に
も
っ

と
真
摯
に
耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
。

　

こ
れ
か
ら
同
じ
志
を
持
っ
た
仲

間
を
増
や
し
組
織
を
拡
大
し
て
、

プ
リ
ン
ト
パ
ッ
ク
を
よ
り
良
い
職

京
都
府
労
働
委
員
会
に

不
当
労
働
行
為
救
済
の
申
立

　

プ
リ
ン
ト
パ
ッ
ク
京
都
分
会
は
、

こ
の
よ
う
な
会
社
の
姿
勢
を
改
め

さ
せ
る
た
め
、
京
都
府
労
働
委
員

会
に
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
を

行
い
、
２
０
１
５
年
４
月
24
日
か

ら
審
問
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
は
、
組
合
員
に
対
す
る
不

当
な
賃
金
差
別
、
夏
季
一
時
金
交

渉
で
の
団
交
拒
否
、
組
合
員
宛
の

郵
便
物
取
次
ぎ
拒
否
な
ど
の
不
当

性
を
訴
え
、
闘
っ
て
い
ま
す
。

ブラックな　　労働条件
◦労働基準法より「社是・経営
理念」優先

◦２交代制（12時間勤務）
◦機械は24時間稼働
◦夜勤専門の労働者
◦休憩時間も機械は運転
◦有給休暇取得困難
◦基本給は最賃スレスレ
◦固定残業代90時間分（三六協
定は100時間）

◦残業の強制（いくら残業して
も賃金は増えない）

◦若者雇用の使い捨て
◦退職金制度なし

分会結成

自
分
た
ち
の
会
社
を
変
え
る
こ
と
は

自
分
た
ち
に
し
か
で
き
な
い

日　付 出　来　事

【2010年】
３月22日

死亡労災事故発生：当時の本
社工場【現五条工場】
プリントパック社は「機械の
不具合によりしばらくの間受
注ができません」とホーム
ページ上で告知

４月15日 全印総連　申し入れ

11月８日 全印総連　本社工場【現五条
工場】視察

【2013年】
４月22日

全印総連　向日市の新本社工
場を視察

10月20日 分会結成大会
11月１日 会社に組合加入通知・団交申

し入れ
11月６日 大橋分会書記長に異動命令

11月８日 中山分会長に異動命令

11月19日 第１回団体交渉

【2014年】
１月16日

組合と会社が協約書を締結

９月26日 京都府労働委員会へ斡旋申請　
→プリントパック社は斡旋を
拒否

【2015年】
２月10日

京都府労働委員会へ救済申
立・記者会見

２月22日 プリントパック支援市民集会
（向日市民会館）

４月24日 不当労働行為救済申立　
第一回審問

６月９日 　　　　〃　　　　　　
第二回審問

７月22日 ブラック企業追放キャンペーン
全国支店同時アクション
札幌・東京・京都・大阪

８月４日 不当労働行為救済申立
第三回審問

９月28日 　　　　〃　　　　　
第四回審問

11月18日 　　　　〃　　　　　
第五回審問

11月20日 中山分会長、変形労働時間制
の従業員代表に立候補

11月27日 京都下労基署に不正選挙に対
する是正通告（分会長）

12月１日 京都下労基署に不正選挙に対
する是正通告（分会書記長）

12月21日 団体交渉

【2016年】
１月19日

不当労働行為救済申立　
第六回審問

分会のあゆみ

場
に
し
て
い
き
た
い
！

　

こ
の
会
社
に
入
っ
た
理
由
は
、

人
そ
れ
ぞ
れ
か
も
し
れ
な
い
。
け

れ
ど
、
縁
が
あ
っ
て
同
じ
と
き
に

同
じ
場
所
に
居
合
わ
せ
た
の
だ
と

思
う
。
そ
ん
な
仲
間
と
の
絆
を

も
っ
と
大
切
に
し
た
い
。

　

従
業
員
は
機
械
の
一
部
で
も
、

部
品
で
も
な
い
。
思
う
よ
う
に
動

か
な
け
れ
ば
捨
て
て
し
ま
う
１
つ

の
パ
ー
ツ
の
よ
う
な
扱
い
を
許
し

て
は
い
け
な
い
。

　

人
間
ら
し
く
生
き
る
と
い
う
こ

と
、
そ
の
最
低
限
の
権
利
す
ら
保

障
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
小

さ
な
声
で
も
、
み
ん
な
で
合
わ
せ

れ
ば
必
ず
心
に
響
く
。
そ
う
信
じ

た
い
。

　

組
合
を
作
っ
た
の
は
、
会
社
と

敵
対
し
た
い
か
ら
で
は
な
く
、
こ

こ
で
働
い
て
良
か
っ
た
、
こ
の
会

社
を
み
ん
な
で
よ
く
し
た
い
、
そ

ん
な
目
標
の
持
て
る
場
所
に
し
た

い
か
ら
だ
と
伝
え
た
い
。

働
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る 

職
場
に
し
た
か
っ
た
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